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は じ め に 

 

滋賀県立彦根工業高等学校  

校  長   大 久 保  貴 生  

 

 近年、第４次産業革命の進展、デジタルトランスフォーメーション（DX）、六次

産業化等、産業構造・仕事の内容が急速かつ絶えず革新する中、専門高校では、産

業構造の絶え間ない変化に即応した職業人材の育成が急務となっています。このよ

うな背景・課題に対する研究開発をおこなうため、本校では、令和３年度から、文

部科学省「マイスター・ハイスクール事業」の指定を受け、地方公共団体（彦根市）、

産業界（彦根商工会議所）および滋賀大学・滋賀県立大学等と連携・協同した実践

的な職業教育を推進することで、地域経済を担う人材育成に果たす役割を強化する

ことを目指してきました。「変化への挑戦」を事業名として、「伝統の継承と新たな

価値の創出」や、「地域の多様な主体の共創により、郷土愛にあふれた人財の育成」

を目標に事業を展開してきたところです。 

この間、カリキュラムの刷新として、「近江マイスター」、ブラッシュアップ「実

習」・「英語」およびプログレス「実習」・「英語」の学校設定科目を設置、起業家精

神の醸成を目指した「カンパニー活動（社会的課題への挑戦）」によるバイオプラ

スチック製品の作成等、変化へ挑戦し続けた３年間となりました。本事業を通して、

企業、大学および自治体等の持つ地域の教育力が、高校生の体験・実践の質を大き

く高めてくれたことを実感しています。近年、「教育格差」とともに「体験格差」

が、子どもの成長に大きな影響を与えるとも言われています。学校内外での様々な

体験の積み重ねが、本校で学ぶ生徒達の「社会とつながる力」の向上につながって

いると確信しています。 

今後は、滋賀県の新事業「シン・マイスター・ハイスクール事業」として、この

３年間で積み重ねた事業内容を精選し、深化させながら、幅広い知識と技術を持っ

た人財の育成に取組、日本の職業系高等学校のリーディング校として、滋賀の工業

教育振興にさらなるリーダーシップを発揮していきたいと考えています。 

結びになりますが、本事業に伴い、ご支援・ご協力をいただいております皆様に

感謝申し上げます。また、関係諸機関の皆様に本報告書をご高覧いただき、今後の

本事業の充実・発展のため貴重なご意見やご助言をいただければ幸甚に存じます。 
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ビジュアル図 
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１ 研究概要  

（１）事業名  

 変化への挑戦（Challenge For Change）  

   ～進取の気性を生かし持続可能な新たな地域産業を共創できる技術人財の育成～   

（２）事業概要  

伝統技術等のビッグデータ分析などＩＣＴ・デジタル教育で連携を図りなが

ら、社会的課題を新たなチャンスととらえ、高付加価値を持つ産業へと創出で

きる“人財”を多様な主体の共創により育成するシステムを構想する。絶えず

革新し続ける最先端技術と滋賀の風土が培ってきた伝統産業等の技と心を生か

し、地域産業界と彦根工業高校が一体・同期化し、郷土愛にあふれた人財育成

によって地域を活性化させ、ＩＣＴ＆歴史都市という未来像の実現に資する。  

（３）事業の実施期間  

    令和３年度から３年間（今年度は３年目）  

（４）育成する人材像  

地域に密着し、産業人として活躍できる「人財」を育てる。  

・高い倫理観を持ち地域の産業を支えられる人材  

・高い技術力をもち、ものづくりの現場でリーダーシップをとり、イノベーショ

ンを起こせる人材  

・地域への愛着と地域の発展と活性化に貢献したいという強い意志をもつ人材  

（５）付けたい力  

「目標（目的地）を持つ」  

「自分で考え、自分で実行する」  

「得意(好き)なことを徹底的にやる」  

・人間力  

✓ 生涯学び続けようとする意欲  

✓ 思考力・判断力・表現力および課題解決能力の育成  

✓ コミュニケーション力・リーダーシップ  

✓ 想像・創造する力と課題解決能力の育成  

・地域の伝統産業の技に繋がる基礎的なものづくりの知識・スキル  

✓ ものづくりの歴史と「三方よし」の精神を踏まえた「近江の心」の継承  

✓ 第４次産業革命にかかわる最先端技術についての学習  

・変化をチャンスに転換する力  

・郷土愛にあふれた人材となり、地域を活性化させる力  

・社会的課題を付加価値に転換できる想像力・創造力の醸成  
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（６）事業実施体制  

意思決定機関（マイスター・ハイスクール運営委員会）  

氏名  所属・職  

和田  裕行  彦根市・市長  

小出  英樹 彦根商工会議所・顧問  

竹 村  彰 通 滋賀大学・学長  

井 手  慎 司 滋賀県立大学・学長  

福永  忠克 滋賀県教育委員会・教育長  

大久保 貴生 滋賀県立彦根工業高等学校・校長  

  

事業実行機関（マイスター・ハイスクール事業推進委員会）  

氏名  所属・職  

青木  政義  （株）ＳＣＲＥＥＮホールディングス・ＣＥＯ  

橋岡  由男 （株）清水合金製作所・産業実務家教員  

野崎  孝志 彦根商工会議所・専務理事  

橋 本  邦 彦 彦根市産業部・次長  

山根  浩二 滋賀県立大学・教授 

森野 実知子 滋賀県商工観光労働部モノづくり振興課・課長  

横井  正弘 滋賀県教育委員会事務局高校教育課・課長  

大久保 貴生 滋賀県立彦根工業高等学校・校長  
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２ 研究内容 

（１）実施日程 

業務項目 実施日程 

 
４ 
月 

５ 
月 

６ 
月 

７ 
月 

８ 
月 

９ 
月 

10 
月 

11 
月 

12 
月 

１ 
月 

２ 
月 

３ 
月 

近江マイスター 

CEO、産業実務家教員 

講演 
 〇           

 

校外学習  〇           

インパクトラボ 

講演 
  〇          

笑顔いっぱい 

プロジェクト 
  

〇 

応募 
         

高校生ビジネスプラン 

・グランプリ 
   

〇 

講演 
 

〇 

応募 
      

大学講義・企業見学 

（事前・見学・事後） 
     〇       

２年生 ブラッシュアップ 

ブラッシュアップ実習             

ブラッシュアップ英語             

インターンシップ 

長期インターンシップ 

（彦根商工会議所 他） 
  

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 
     

〇 

 

プロジェクションマッピング 

マルチメディアソフト 

学習 

コンテンツの製作 

     

 

 

 

  

〇 

  

大学版デュアルシステム 

大学での課題研究 

滋賀職業能力開発短期大学校 
      

 
   

〇 

 
 

事前 

説明会 

事後 

報告会 

事前 

学習会 

市庁舎 

投影 

インターンシップ 

成果 

発表会 

企学見学 

 

熱処理 ３D プリンタ製作 ３DCAD 成果 

発表会 
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企業版デュアルシステム 

通年の企業実習 

バルブ製造会社４社 

 
   

      
〇 

 
 

カンパニー 

カーボン 

ニュートラルを 

学ぶ 

菜の花バイオプラスチック 

 

卵殻バイオプラスチック 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 
 

〇 

 

〇 

 
 

 

 

 

 
  

〇 

  

キャンプ 

マイスター

防災キャンプ 

（彦根市） 

        〇    

研究成果の公開・普及 

第３３回全国産業教育フェ

ア福井大会 

マイスター・ハイスクール 

事業発表会 

      〇      

【しが】学びの祭典２０２３

探究的な学習発表会         〇    

令和５年度マイスター・ハ

イスクール事業成果発表会          〇   

マイスター・ハイスクール

事業成果発表会 

（本校主催） 
          〇  

広報活動 

HP 掲載、SNS 発信、 

Genko 通信、

チラシ等 

            

運営 

運営委員会   〇         〇 

Youtube 

番組出演 

菜種収穫 

向日葵播種 

糸賀一雄 

プレート製作・寄贈

滋賀銀行 

行是贈呈 

成果 

報告会 

成果 

発表会 
企業における課題の研究 企学見学 

導入 

研修 
現場実習 

糸賀一雄 

財団講演 
成果 

発表会 

たねや 

プレート製作・寄贈

卵の殻バイオプラスチック製品開発 
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事業推進委員会  〇         〇  

MHS 校内推進委員会             

 
（２）実績の説明 

ア 近江マイスター（１年生対象 学校設定科目） 

大学や企業から未来の産業社会や地元彦根の地場産業について学び、ものづくりや 

SDGs の取組を通して自分の進む道を想像する。また、課題に対して新しい解決法を考える

力、他者の意見に耳を傾けながら自ら深く考え自身の言葉で表現できる力、いかなる集団に

おいても望ましく円滑な人間関係を築く力を身に付けることを主眼とする。 

（ア）マイスター・ハイスクール CEO、産業実務家教員からの講話 ５月２４日 

マイスター・ハイスクール CEO から「人生１００年時代に求められるスキル」をタイトルに所

属される会社の概要や「前に踏み出す力（Action）」、「考え抜く力（Thinking）」、「チームで

働く力（Teamwork）」の三つの大切にしてほしい力についての講話を受け、産業実務家教員 

から「地元彦根の産業の成り立ち」、「生産を支える組織と技術」などの講話を受けた。次にこ

れからの SDGs や MLGs※に関する取組や、「ルーブリック評価」についての説明があった。

ルーブリック評価表を用いて、到達目標や到達度を明確にし、教員・生徒の相互評価を行う。  

※マザーレイクゴールズ（Mother Lake Goals, MLGs）は、「琵琶湖」を切り口とした

2030 年の持続可能社会へ向けた目標（ゴール） （https://mlgs.shiga.jp/より参照）  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  CEO、産業実務家教員からの講話 

 

（イ）校外学習 ５月２日 

近江マイスターの授業の一環で伊賀の里モクモク手づくりファームを訪問した。クラス内の

親睦を図るとともに、SDGs の目標 2「飢餓をゼロに」をテーマに学習を行った。 

（ウ）インパクトラボによる SDGs ・ MLG s 学習 6 月２８日 

一般社団法人インパクトラボの代表理事を務める上田隼也様による「わたしと SDGs～

SDGs で世界を変える挑戦～」の講演を開催した。「なんで SDGｓ？」「SDGs クイズ」「滋賀
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県と SDGs」という題目で進行し、「SDGs を学び、語ることができる」を目標に、前向きに取り

組むことができた。また、SDGs の１７の目標の一つ一つをクイズ形式で発問していただき、生

徒たちはグループで取り組み、SDGs に関する知識を深めることができた。最後のテーマでは

滋賀県と SDGs という観点で、琵琶湖を題材として取り上げ、MLGs も含めて生徒たちの学

びを促進する講話をしていただいた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図２  講演の様子 

（エ）彦根発、笑顔いっぱいプロジェクト ６月応募 

このプロジェクトは、同じ彦根市に拠点を持つ企業として株式会社平和堂、キリンビール株

式会社（滋賀工場）、株式会社ブリヂストン（彦根工場）が滋賀大学と連携して行われているも

ので、地域住民との交流、地域資源の発掘や地域課題を発見・解決へ取り組む経験を通じ、

高校生が自ら考え行動し、夢に向かってチャレンジする力の醸成と地域への深い理解を促進

することを目的としている。 

本校では「近江マイスター」の一環で１年生が企画について考え、応募した。その中から優

秀賞に「生きかえらせ！希望の彦根」、アイデア賞に「滋賀食材マップ」が選ばれた。今回の経

験を通じて、今後も生徒たちの柔軟な発想でまちづくりに参画してくれることを期待している。 

（オ）高校生ビジネスプラン・グランプリ講義 ７月５日 

高校生ビジネスプラン・グランプリに応募するに当たって日本政策金融公庫の方をお招き

し、講義を行った。冒頭に高校生ビジネスプラン・グランプリについての概要を聞き、「ビジネス

アイデアの発想」、「ビジネスプランの考え方」についてワークシートを用いながら授業を展開し

ていただいた。生徒は考えた内容を発表しながらビジネスについて学ぶことができた。夏季休

業中の課題としてアイデアをまとめ、応募に向けたビジネスプランシートを作成した。 
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図 3  講義の様子 

 

（カ）大学講義・企業見学 ９月 11 日 

自分の将来について考えるきっかけとして、滋賀県立大学での講義体験や希望するコース

に分かれての企業見学を実施した。大学での講義では本事業の事業推進委員でおられる山

根教授から「カーボンニュートラルの実現に向けて」を題材に学び、環境問題への意識が高ま

った。企業見学では地場産業：匠の技を学ぶコース、先端技術を学ぶコース、環境技術を学ぶ

コースに分かれて見学を行った。企業ではわかりやすく丁寧に仕事について説明していただ

き、学校に戻ってからは感想を述べあう姿が見られた。１年生から企業や大学を見学できたこ

とで将来のキャリアデザインに大きな影響が与えられたと考える。大学や企業には、本事業の

推進にあたり多方面にわたり多大なる御支援・御協力をいただき深謝いたします。 

＜見学先企業 １４社＞ 

匠 の 技：（株）清水合金製作所、井上仏壇、（株）永楽屋仏壇工場 

先端技術：（株）SCREEN ホールディングス彦根事業所、 

サカタインクス（株）滋賀工場、（株）坂本金型工作所滋賀工場、 

（株）ナイキ彦根工場、日世（株）びわ湖工場、 

日本電気硝子（株）能登川事業所、パナソニックホームズ（株）湖東工場、 

フジテック（株）Big Wing、㈱PRO-SEED、（株）村田製作所八日市事業所 

環境技術： 夏原工業（株） 

 

 

 

 

 

 

 

図４  大学講義・企業見学の様子 
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イ ブラッシュアップ実習（２年生対象 学校設定科目）  

令和４年度から各クラス１０名４班の通常実習に加え、１０名程度のブラッシュアップ実習

班を新設し、合計５班体制で実習を行っている。従来の実習からよりレベルアップした内容

を行う希望者による選択制の実習としている。専門家の講師を依頼し、プロから高度な技

術・高度資格の習得を目指すと共に、外部講師との関わりを通して社会人としての当たり前

を学ぶことを重要視している。  

（ア）機械科 

技能検定（普通旋盤作業・機械検査作業 ）の資格取得を目指し、普通旋盤作業では令和

３年度におうみの名工を受賞された方をお迎えし、技術のみならず、本校生徒に身につけて

ほしい資質や企業で取り組まれている安全活動、KYT、５S 活動 についてご指導いただ

いた。機械検査作業では、滋賀職業能力開発短期大学校の先生にお越しいただき、測定理

論や手順について学んだ。 

 

図５ 指導の様子 

（イ）電気科電気系 

第二種電気工事士および第一種電気工事士の資格取得を目指し、企業内研修所で講師

をされている方をお迎えし、資格取得のための学科対策や実技のご指導をしていただいた。

また、滋賀職業能力開発短期大学校において、シーケンス制御の資格取得を目指した講習

を４日間計１２時間受講した。いずれの授業にも生徒たちはとても熱心に取り組んでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 指導の様子 
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（ウ）電気科情報系 

プロジェクションマッピング実施に向けたプログラム学習に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 実習での取組 

（エ）建設科 

建築系大学進学を目指す生徒を対象とし、建築パース着彩・3D-CAD について取り組

んだ。建築パース着彩では透視図法、作図練習、着彩実習を行った。3D-CAD ではモデリ

ング、レンダリング、建築プレゼンテーションを学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 作品 

  

ウ ブラッシュアップ英語（２年生対象 学校設定科目） 

県内では製造業における外国人労働者の割合がコロナ禍においても増加傾向であることや製

造業においても海外勤務や海外取引に関わる可能性があることから、外国人とのコミュニケーシ

ョンスキルの必要性が高まっている。ブラッシュアップ英語は英語に興味のある生徒の選択授業

でＡＬＴ（外国語指導員）から指導を受けた。この学習を通して生徒自身の意見や考えを英語で

伝える発信力を身に付けると共に、語学力だけでなく交流から異文化を学ぶことも重視した。 

 

エ プログレス実習（３年生対象 学校設定科目） 

２年生ブラッシュアップ実習を履修する生徒が３年生進級時に履修する学校設定科目で、校

内プログレス実習、大学での通年の探究活動（以下、大学版デュアルシステム）、企業での通年

の課題解決学習（以下、企業版デュアルシステム）の３つのテーマに分かれて実施した。 
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（ア）機械科 

校内プログレス実習８名、大学版デュアルシステム７名、企業版デュアルシステム７名で実施し

た。いずれのデュアルシステムでも外部施設での実習を２０日程度行うことを計画し、関係機関

と連携して実施した。 

校内プログレス実習では２年次でのブラッシュアップ実習の深化を含め、彦根市から依頼され

た作品製作に取り組んだ。 

大学版デュアルシステムでは滋賀職業能力開発短期大学校で実習を行い、大学の講師から

指導を受けた。３Ｄプリンタの製作を軸に授業を展開し、付随する金属加工、電子工作、電子制

御や、出力するための３Ｄ-ＣＡＤでの製図など、完成に向かっての系統的な学習をすることがで

きた。また、金属材料の熱処理についての講義・実習を実施し、普段扱っている金属材料につい

ての知識を深めることができた。３Ｄプリンタの製作を通し、班員同士で試行錯誤しながら課題

の発見やその修正を繰り返すことで、チームでの役割分担や協力して作業を行う経験を積むこ

とができた。その他にもキャリア教育として、大学からの紹介で企業見学を実施し、「高校を卒業

してから働く」、「大学を卒業してから働く」の２つの観点で見学を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 大学版デュアルシステムの様子 

 

企業版デュアルシステムでは、令和４年度に産業実務家教員の所属される㈱清水合金製作所

にて試行した実績から、産業実務家教員のコーディネートの下、地元バルブ製造会社４社での実

習が実現できた。４月には新入社員と同様の導入研修を受け、現場実習を重ねながら社会人と

しての資質向上に努めた。７月には履修生徒と実習先の４社合同で日本最大級の青黄銅バルブ
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工場である長野県のKITZ茅野工場を訪問させていただいた。２学期以降は各企業での課題研

究を実施し、研究テーマには AI での画像認識、既存部品のコストダウン研究や作業改善活動、

実習先企業の今まで優先されてこなかった課題などを設定し、各企業講師の方と取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ 日本最大級の青黄銅バルブ工場の見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ 企業デュアルシステムでの様子 

 

１２月には企業デュアルシステム成果報告会を実施し、企業デュアルシステムで生徒を受け入

れてくださった４社をはじめ、滋賀県教育委員会、彦根市役所、彦根商工会議所、滋賀バルブ協

同組合加盟企業から約 30 名の方が参加していただいた。 
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図 1２ 企業版デュアルシステム成果報告会の様子 

 

発表では、生徒が１年間の取り組みについて発表し、その後、受入企業で担当してくださった

企業講師の方から 1 年間の振り返りをいただき、業務についての知識が深まったなどのコメント

があった。発表終了後には、MHS 事業伴走支援企業の㈱ソフィア廣田拓也社長からコメントと

これからの地域産業界と工業高校の協働体制についてのお話をいただいた。 

実習企業  株式会社清水合金製作所    日ノ本辨工業株式会社 

清水工業株式会社       株式会社昭和バルブ製作所 

 

（イ）電気科電気系 

電気科電気系では、卒業後の資格認定の関係から校内での実習を主に取り組んだ。スポット

的に外部と連携した学習会を実施できた。 

・企業、施設見学 

パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社 草津工場 

（純水素型燃料電池を活用した実証施設の見学） 

ダイキングループの株式会社 DK-Power（管水路用マイクロ水力発電システムの見学） 

関西電力株式会社原子力研修センター（福井県大飯原発の見学）  
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図 1３ 企業、施設見学の様子 

（ウ）電気科情報系 

電気科情報系では、プロジェクションマッピング実施向けた取り組みを行った。４月には滋賀

短期大学での講義や、彦根市広報活動のプロジェクションマッピングの製作を行った。１１月には

彦根市役所 新庁舎 壁面に彦根城世界遺産登録、２０２５国スポ・障スポ PR のプロジェクション

を投影し、広報活動の一端を担えたと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1４ 彦根市庁舎へのプロジェクションマッピング投影 
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（エ）建設科 

建設科では、令和４年度に引き続き、CAD やパースの着彩に取り組んだ。現場実習として、

（株）橋本建設様の現場へ見学と体験を実施できた。道路下の河川工事の現場で生コンの受入

検査の後、生コン打ちの体験、さらに河川底の測量を学び、本社内でワークショップ等を行った。

また、金亀公園で土地の高低差をレーザーの測量機器で自動測量する技術を体験し、バックホ

ーの操作をタブレットから指示する最先端技術を見学した。午後からは測量結果をパソコンで土

地の高低差が一目でわかる図面として出力した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1５ 現場実習の様子 

 

（オ）三科合同での取り組み 

５月に彦根市より国スポ・障スポのカウントダウンボード製作依頼を受け、３年生の機械科・

電気科・建設科の３科で合同製作を行った。 

それぞれの科の授業の曜日や時間帯が違うなかで綿密な打合せや調整などを行い、４台

（試作１台含む）を製作できた。機械科は本体のフレーム、電気科は電光掲示板のボード、建設

科は天守型パネルの３パートごとに分担して作業に取り組んだ。 

１月末に４台が無事に完成、国スポ・障スポの開催までちょうど６００日前の２０２４年２月５日

（月）に彦根市役所本庁舎にて贈呈とお披露目式を実施した。製作したカウントダウンボードは

彦根市役所・プロシードアリーナ HIKONE・JR 彦根駅にそれぞれ設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1６ 製作したカウントダウンボード 
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図 1７ お披露目式の様子 

 

オ プログレス英語（３年生対象 学校設定科目） 

プログレス英語ではブラッシュアップ英語の継続として彦根市にあるミシガン州立大学連合

日本センターの講師から指導を受けた。特色ある取組として本年度も英語での調理実習を実

施し、英語での工程理解など海外勤務を模擬的に体験できる活動に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1８ 授業の様子 

 

 

カ 長期インターンシップ 

「長期インターンシップ」として、２年生に従来の３日間コースに加え５日間から１０日間のコース

を新設した。実施にあたっては彦根商工会議所、彦根市役所と連携し、滋賀県湖東地域を中心

とした産業界の協力を得て、地域の企業等の実践の場で、自身が「何がどれだけできるのか」を

試し、鍛える機会を作り、産業人としてのたくましさを身に付けることを目的とした。特に１０日間

コースでは単なる体験ではなく、可能な限り企業が抱える課題解決におけるスタッフ職の一員と

して受け入れてもらえるような体験となるよう事前に企業に依頼した。生徒各自には、事前指導

において実習先企業に合わせたテーマを持たせるようにし、主体的に課題に取り組み、解決へと

導く力を育成できるように工夫した。 

また、企業が実施する SDGs に関する取組等、社会貢献活動について学ぶ絶好の機会とな

った。 
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＜参加実績＞ 

日数 企業数 生徒数 

５日間 ２４社 ４５名 

１０日間 １３社 １９名 

長期インターンシップ合計 ３７社 ６４名 

２日間 ５社 ６名 

３日間 ８５社 １４８名 

４日間 １社 ３名 

総合計 １２８社 ２２１名 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1９  インターンシップの様子 

 

キ カンパニー活動 

少人数のグループで、ものづくりや社会に貢献できる企画を自分たちで企画し取組を進め

た。工業高校生の持つオリジナリティーを大切にしながら、経営者的な視点を持って未来の産業

社会に携わるための力や企画力、オーナーシップを育てることを目標とした。 

 

（ア）「カーボンニュートラルを学ぶ」 滋賀県立大学等連携プロジェクト 

～バイオ技術と工学技術を用いた環境循環型社会に向けた実験～ 

昨年に引き続き、 滋賀県立大学や企業との連携プロジェクト「カーボンニュートラルを学ぶ」

に取り組んだ。これは、微生物であるユーグレナを混合した培養土で育てた菜の花から始まる

カーボンニュートラルの取組である。 

① 菜種・ひまわり種の収穫・栽培 

搾油用の菜種、ひまわり種を収穫した。（株）ユーグレナ様から提供を受けたユーグレナを

混合した培養土と通常の培養土での育成状況を比較した結果、ユーグレナを混合した培養

土で育てた植物の方が種の収穫量が多いことがわかった。 
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図２０ 菜種の収穫とひまわりの播種 

 

②バイオプラスチック製品の開発 

・菜の花レジンの製作 

菜種を搾油したときの搾りかす（残渣）の活用方法を模索する中で、バイオプラスチックの

原材料の一部として利用することを考え、（株）バイオマスレジンホールディングスに残渣を

10％配合した菜の花レジンペレット（PLA）を製作していただいた。 

・ネームプレート・偉人名言プレート・滋賀銀行行是・糸賀一雄プレートの製作 

滋賀県東北部工業技術センター長浜庁舎の施設を借用し、菜の花レジンペレットをプレ

ート状に加工した。カーボンニュートラルの取組を知っていただくために、プレートをネーム

プレートに加工し、関係機関含め多くの方々に贈呈した。 

大判のプレートとして滋賀銀行の行是を製作し、近隣の８支店に展示していただいた。ま

た日本の社会福祉の父といわれる糸賀一雄氏の言葉を印字した偉人名言プレートが全国

盲学校長協会の研究大会記念品に使用され、85 枚を製作した。その他にも、本県で創業さ

れ全国に展開するたねやグループの社是とも言える、たねや「八つの心」のプレートを製作し、

グループ各店舗に１００個を掲示いただく計画で贈呈した。 
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図２１ 菜の花レジンプレートの贈呈 

・卵殻レジンの製作 

      たねやで製菓に使用された卵の殻をバイオプラスチックの原材料の一部として利用した

菜の花レジンを（株）バイオマスレジンホールディングスに製作を依頼し、完成した。その際に、

卵殻の再利用に伴って、（株）バイオアパタイトに協力していただいた。現在、卵殻レジンを使

用したプレートや３Ｄプリンタのフィラメントの製作を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２２ 卵殻レジンプレート 

③ドイツ留学 

２年生機械科２名が８月中旬から９月初旬にかけて３週間のドイツ留学に挑戦した。マイ

スター・ハイスクール指定校として本場のマイスター制度を学習するために海外企業でのイ

ンターンシップや職業訓練学校の訪問、また、環境先進国であるドイツで環境に配慮した菜

の花バイオプラスチック製品の紹介をするという 2 つの目的で計画し、１名は文部科学省の

留学支援制度「トビタテ留学ジャパン」に応募し、選考が通ったことから本校独自にもう１名

が参加できた。最初の１週間は、インターンシップ先企業の歴史を学ぶための活動や現地大

学に留学している学生や公園管理業者に協力していただき、ボランティアを行った。２週目

は、ヤンマーコンパクトジャーマニー（日本企業の現地法人）でのインターンシップに取り組

んだ。現地の職業訓練学校の学生と一緒に社内トレーニング施設で研修を受けたり、現地

社員の方に指導を受けたりと拙い英語と翻訳機を用いながら作業を行った。最後の１週間

は大学でのバイオプラスチック製品の展示会の実施やプレートを滞在する市の社会福祉課

へ寄贈した。また職業訓練学校を訪問し、ドイツのデュアルシステムの制度を学んだ。 
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図２３ 留学中の様子 

 

ク マイスター防災キャンプ  １２月１６日、１７日  

防災教育を通じて地域のリーダーになる資質向上を目的としたマイスター防災キャンプ実

施した。彦根市役所危機管理課の協力の下、本校や地域の体育館が避難場所になることを

想定した訓練や避難所での防災食・宿泊体験、コミュニケーション研修を通して自分や他人

を認め合う体験を行った。 二日間を通して、参加生徒は普段の学校生活では関わることの

ない生徒同士や外部機関との交流を経て、防災に関する知識を身に付けることができた。  
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図２４ キャンプの様子 

 

ケ 非認知能力のデータ化 

本校では本事業の活動を通じて、非認知能力の向上を目標として取り組んでいる。非認知能

力が高い子どもの方が、認知能力（学力）の向上を図るプログラムの効果が高いと研究でも認め

られている。また、非認知能力は人と人とのつながりの中でした身に付かないと言われ、人との関

係性を持つプログラムが必要となる。本事業の指定で以前の学びと比べ外部講師の指導や外部

機関での実習に取り組んでいることが、より非認知能力の向上につながっている。現在、大学、

企業と連携しながら非認知能力測定アンケートの実施や収集したデータを解析する取組を進め

ており、１２月に２年生を対象に非認知能力についての学習会とフィードバック授業を実施した。

これまでに複数回アンケート調査を行い、そのデータをもとに一般社団法人インパクトラボに依

頼をして非認知能力をデータ化していただいた。生徒たちは自分自身の非認知能力を客観的に

理解し、これから伸ばしたい力について考える良い機会となった。今後もこのような活動を定期

的に行い、認知能力（学力）を伸ばすと共に、非認知能力を伸ばすことを目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 2５ 非認知能力個人カルテ           図 2６ 企業と連携した非認知能力の測定 
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コ 企業アンケート 

本事業の評価として、企業へアンケートを行った。このアンケート結果から次年度以降の自走化

での取り組み内容の判断材料の一部とする。 

彦根工業高校 マイスター・ハイスクール事業 評価アンケート 

対  象  ： 県内のインターンシップ先および就職先企業 

回 答 数 ： ２０３社 

         回答期限 ： 令和５年１０月２７日（金） 
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その他   

個人的意見ですが、それも一案だと思います。    

      そう思うが、人材育成は国の課題であり、地域企業への恩恵は望めないと思う。 

      そう思う。（頭でっかちになるような教育は避ける必要があると思います。） 
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その他 ２日間のインターンシップしか採用できていませんが、１年生対象の見学会など機

会を増やすことを考えたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        その他  貴校からの応募者が無かった 
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サ 研究成果の公開・普及  

（ア）第３３回全国産業教育フェア福井大会 マイスター・ハイスクール事業発表会 

令和５年１０月２８日（土）～２９日（日）に行われた全国産業教育フェアにおいて、マイスター・ハ

イスクール事業の指定最終年度を迎えた１３校の発表と展示が行われ、本校からは発表担当とし

て３年生機械科、建設科、２年生機械科の３名と展示担当の２年生機械科の２名の生徒が参加し

た。 

発表では、企業デュアルシステムやカンパニー活動、ドイツ留学などの経験を緊張しながらも

来場者に伝えることができた。本校の発表を受け、文部科学省任命の評価委員の方から取り組

みに対する講評をいただいた。講評の最後に「工業は学んだことを使うということを学んでいる。

知識と技術×行動力と想像力×知恵と感性×品格と倫理観が合わさって、技術を活用できる人

間になってほしい」とのお言葉をいただき、発表を終えた。 

発表後には代表生徒によるパネルディスカッションが行われ、本校からは企業デュアルシステ

ムに取り組む生徒が代表で登壇し、経験や考えを発表することができた。 

展示ではバイオプラスチック製品やドイツ留学、ブログレス実習の展示を行い、来場された方

に説明することができた。また、マイスター・ハイスクール指定校や全国産業教育フェアに参加す

る全国の実業系高校の展示も見学することができ、刺激となる２日間となった。 
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図２７  全国産業教育フェアでの様子 

 

（イ）【しが】学びの祭典２０２３探究的な学習発表会 

本年度から実施された【しが】学びの祭典２０２３探究的な学習発表会（令和５年１２月２７日

（水））で、３年生機械科の３名が本事業で取り組んだ菜の花バイオプラスチックの活動、大学デ

ュアルシステム、企業デュアルシステムの三つのテーマを県内の高校生や中学生、一般の来場者

含め約５００名の前で発表した。講評では、自分たちの取り組みが地域の企業や大学、また海外

への視点を持って取り組めていることを評価していただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２８  【しが】学びの祭典での発表 
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（ウ）令和５年度マイスター・ハイスクール事業成果発表会 

令和６年１月 30 日（火）に令和５年度マイスター・ハイスクール事業成果発表会が港区立産

業振興センターで行われた。本校からはマイスター・ハイスクール CEO と教員２名が参加し、

関係団体の皆様と生徒が取り組んだ内容や次年度以降に向けての展望を全国の指定校の

方々と文部科学省任命の評価委員の前で発表した。本校からの参加者は、他校の成果を聞く

中で本校に置き換えてできることは何かを考え、これからの取組を見つめ直すとても良い機会

となった。この場で得たことを自走化に向け、変化への挑戦を実行する。 

 

（エ）マイスター・ハイスクール事業成果発表会（本校主催） 

令和６年２月２２日（土）にマイスター・ハイスクール事業での成果を発表するマイスター・ハ

イスクール事業成果発表会をひこね市文化プラザにて開催した。第一部では「学びの土台づく

り」第二部では「学びの発展」として４１名の生徒から各取組について発表を行った。また、企業

デュアルシステムの受入企業を代表して、（株）清水合金製作所 代表取締役社長 小田仁志

様から「会社から見た企業デュアルシステムについて」をテーマにお話いただいた。第二部の

最後にはマイスター・ハイスクール事業伴走支援企業である株式会社ソフィア 代表取締役社

長 廣田拓也様から本校マイスター・ハイスクール事業の成果についてお話いただいた。 

第三部では、「次年度からの自走化について」をテーマに彦根商工会議所 理事・事務局長

の小川聖司様から次年度以降の自走化について、産業界を代表してお話いただいた。 

閉会にあたり、青木マイスター・ハイスクール CEO から 3 年間のお礼とさらなる協働体制

の構築についてのお願いがあり、結びとなった。 

生徒は約１００名の企業や関係団体の皆様の前で現在までの協力へのお礼を含めて発表す

ることができた。また、発表の様子は YouTube でライブ配信を行い、当日現地で参加できな

かった方にも本校の取組を伝えることができた。 
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図２９  成果発表会の様子 

 

（オ）広報活動 

研究の取り組み状況や様子などを従来の Web ページに加

え、昨年に引き続き Instagram などの SNS ツールを利用し、

より多くの世代向けに情報発信した。また、広報誌「Genko 通

信」を年間通して発行し、Web ページ上で公開した。また、取組

の様子がテレビニュースや新聞などメディアに何度も取り上げら

れ、県民から大きな反響を得るなど本校の活動を知っていただく

良い機会となった。 

 

 

 

  

                                           図３０  Instagram 
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シ 各種委員会の開催 

（ア）運営委員会の開催 

令和５年６月に運営委員会を開催し、マイスター・ハイスクール事業の研究計画・研究内容

の妥当性や方向性についての協議、次年度以降の自走化にあたっての指導・助言をいただい

た。令和６年３月の運営委員会では研究の評価と次年度から本県独自の取組となるシン・マイ

スター・ハイスクール事業を推進にあたっての協働体制について協議を行った。 

（イ）事業推進委員会の開催 

令和５年５月及び令和６年２月に事業推進委員会を開催し、マイスター・ハイスクール事業

全体の流れと各事業の関連性についての指導・助言、事業ごとの評価及び研究全体の評価等

について議論した。 

（ウ）MHS 校内推進委員会の開催 

本校内での研究計画・研究内容の検討・実行・検証や校内全体への周知・一体化等を目的

として、教頭、CEO、産業実務家教員、マイスター・ハイスクール推進室員、工業科各科長、教

務部長、学年主任で構成する MHS 校内推進委員会を立ち上げた。委員会は毎月１回開催

し、各取組の進捗状況や課題の共有化を図り、事業が円滑に進むよう必要な調整を実施した。 

 

３ 令和５年度の成果 

（１） 教育課程の新規開設 

令和３年度開設の学校設定科目「近江マイスター」、令和４年度に開設した学校設定科

目「ブラッシュアップ実習」及び学校設定科目「ブラッシュアップ英語」において前年度の取

組を受け、より発展的な授業を展開することができた。 

 

さらに、令和５年度から学校設定科目「プログレス実習」及び学校設定科目「プログレス

英語」を新設した。プログレス実習では通年の企業デュアルシステムや大学デュアルシス

テムの実施ができ、次年度以降の継続の形が考えられる結果になった。プログレス英語で

も外国人講師からの指導を継続的に実施することができた。 

 

（２） 長期インターンシップ 

滋賀県湖東地域を中心とした産業界１２８社の協力を得て、２年生全員がインターンシッ

プに参加した。生徒はインターンシップに参加することで様々な気づきの中から自分が将

来なりたい姿を見つけるヒントを得て、今後の学生生活を充実させるような体験ができた。

また、実習先となる企業、関係機関の新規開拓が行われたことで、次年度以降も様々な職

種の実習先から選択できる体制が整えられた。 
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（３） 課外活動 カンパニー活動 

令和３年度から取り組んでいる生徒主体の課外活動であるカンパニー活動を近隣の大

学や企業と連携しながら取組を深めてきた。生徒はこの活動を通じて多くの大人や社会

から認めてもらえるなど、生徒の非認知能力向上に効果があったと考える。本年からは、

活動の範囲が広がり製作物も多数になってきたことから部活動を共同で活動することに

なり、関わる生徒の数も増加した。 

 

（４） 広報活動 

様々な取組成果が多くのメディアに取り上げられ、ものづくり技術者を目指す生徒の自

己肯定感や自己有用性を高めることになったと考える。 

 

４ 次年度以降の課題及び改善点 

次年度以降の自走化にあたり、マイスター・ハイスクール事業（令和３年度～令和５年度）

における効果的な取組を精査し、次年度からシン・マイスター・ハイスクール事業（滋賀県独

自事業）を実施する。シン・マイスター・ハイスクール事業では地域を活性化させ、自律的で

持続的な未来社会を創生できる産業人財を継続的に輩出する持続可能な人材育成プログ

ラムの構築を目指す。 

 

（１）取組内容の精査とモデル化、普及 

３年間の取組内容を精査し、より成果が見込める事業へと取捨選択を進める。また、事

業をモデル化し、成果を県内工業高校はじめとした県内専門高校へ普及・拡大できる仕

組みを県教育委員会の視点も入れながら構築する。モデルには予算や労力、運用等が低

負荷で取り組めるなどの配慮が不可欠である。 

（２）管理機関を中心に産官学が一体となった共創体制づくりとその継続 

管理機関（彦根商工会議所、彦根市、県）がシン・マイスター・ハイスクール事業におい

ても本事業に関わり、本校をサポートしていく共創体制づくりを進める。 

（３）教員や事業予算の持続的・安定的な確保 

持続的かつ安定的な教員および事業予算の確保を進める。予算確保にあたっては、県

財源や外部資金（寄付金等）を検討する。 

（４）社会人等多様な人材の積極的な活用 

産業実務家教員や非常勤講師における特別免許状授与などにより外部人材を積極的

に登用するなど地域が持つ潜在的な教育力を発掘し有効活用する。 

（５）事業資産の活用 

これまでの事業取組により、得た事業資産を有効活用する。事業実施により定型化でき

た仕組みや手順、書類等の書式やノウハウを見える化（ドキュメント）し、校内外に普及さ
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せる。また、事業実施による教員の経験実績や産業界への理解、共感による信頼関係、さ

らには教員自身の意識の変化など見えない資産も有効活用する必要がある。 

（６）非認知能力の育成 

非認知能力の育成を通じて、人間力（やり抜く力、勤勉性、自制心、自己効力感等）の

向上を目指す。 
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 ５ 関係資料  

（１）委員会報告  

  

 ア 令和５年度マイスター・ハイスクール事業 第１回事業推進委員会 会議概要  

  

日  時  令和５年（2023 年）５月３０日（火）13 時 55 分～16 時 00 分  

場  所  滋賀県立彦根工業高等学校 セミナーハウス  

出 席 者  事業推進委員 

滋賀県教育委員会事務局関係者  

滋賀県立彦根工業高等学校関係者  

議  事 （１）令和５年度の新たな取組計画 

     （２）令和６年度以降の自走化にむけて 

議事概要（意見抜粋）  

（１） 令和５年度の新たな取組計画 

・トビタテ！留学ＪＡＰＡＮの申し込み倍率はどれくらいか。  

→約 4倍である。受検した生徒は１名であるが、カンパニー活動を共にしていた

生徒が追加で１名参加する予定をしている。 

 

・地元デュアルシステムを実施するうえで、商工会議所に所属の会社に声かけをし

ているところである。会社からは新規採用者として彦根工業生を採用したいとい

う思いを持っておられることから、上手くマッチングが進められればと考えてお

られる。次年度以降も継続して協力したい。 

  

・カウントダウンタイマーについて初めて伺ったが、もう稼働しているのか。 

→全部で４台製作し、彦根市には３台（庁舎、プロシードアリーナ、彦根駅）納

品する内容で、先日協定を結んだところである。設置完了が令和 5 年 11 月 7

日までで、遅くとも令和６年１月には納品する協定を結んでいる。タイマーの

大きさは、栃木国体で活用されたものと同じサイズを考えている。また、別の

実習班では彦根市の作成された避難経路図看板の修繕をおこなっている。 

  

・留学にもっと多くの生徒が参加できれば良いと思う。３年間かけて全体的にレベ

ルアップしてきていると感じている。環境によくて、日本文化に触れてもらえる

機会となり、とても良い活動であると思う。 

→山根先生の講義が起点となり、バイオプラスチックを活用した研究を進められ

た。小倉百人一首カルタを製作し、石山寺や近江神宮に展示させていただいた。

この取り組みに積極的にかかわっていた生徒がトビタテに申し込んだ。（国と
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して１校から１名が限界であると考えた）。もう１名は現在いただいている寄

付金を活用して決定した。また、伊藤忠兵衛さんの名言等をプレート化したも

のを滋賀県のふるさと納税返礼品にする予定である。糸賀一雄さんの名言をプ

レートとして製作し、全国盲学校長の校長会で配付する予定もある。 

  

（２） 令和６年度以降の自走化にむけて 

・企業アンケートはデータでできるのか。 

 →Forms を活用して行う予定である。内容としては、第一段階：マイスター・ハ

イスクール事業を知っているかどうか、第二段階：マイスター・ハイスクー

ル事業に参加いただいている企業対象に、どんな関わりがあったか、要望等

を伺う予定である。 

→商工会議所常議員以外の企業との連携が推進できればよい。中小企業の現状

は人手不足や資材高騰に苦慮している。生徒と企業が上手くマッチングでき

ればと思う。 

→明日、滋賀バルブ協同組合を訪問し、自走化に向けて相談する予定である。

現在は学校対企業の一対一のピンポイントの依頼となっているが、組合を通

した取組にできないかを検討している。 

→先生側からの要望に企業が答えてくれる仕組みが必要である。この事業の趣

旨に則り、地域一体となって人材育成を進めるという流れを作りたい。一歩

踏み出して、企業と学校が一体となって取り組む体制を作れればと思ってい

る。企業側からのアプローチ（双方が Win-Win となる取組の実現）を求めた

い。双方が動きやすい環境づくりが求められている。 

 

・お互いのメリットがないと共に歩めない。 

→彦根市：彦根市の発展につながる取組、商工会議所：労働者の確保などがメ

リットとして考えられる。 

  

・インターンシップの取組が企業と生徒のマッチングにつながる。事前学習（マ

ナー指導等）を徹底することで企業の安心感につながる。 

          

・大阪府大東市の例では、幼小中高の要望を商工会議所がまとめ、企業に投げかけ

てマッチングを図っている。場所と企業の取組をまとめたマップを作成し、ビジ

ュアル化している。 

 

・生徒は体験を通して成長すると感じている（インターンシップ、デュアルシステ

ム等）。 
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・２年間の取組を通して、やっと学校の取り組む体制が整ったと感じている。生徒

の成長も目の前で確認しているとともに、目的意識をもった生徒の入学が増えて

いる。最終年度となるが、多方面の協力をいただいきて進めてまいりたい。 

 

 

 

 イ 令和５年度マイスター・ハイスクール事業 第１回運営委員会 会議概要  

  

日  時  令和５年（2023 年）６月１５日（木）14 時 00 分～16 時 00 分  

場  所  滋賀県立彦根工業高等学校 セミナーハウス  

出 席 者  運営委員  

滋賀県教育委員会事務局関係者  

滋賀県立彦根工業高等学校関係者  

議  事 （１）令和５年度の新たな取組計画 

（２）令和６年度以降の自走化にむけて 

議事概要（意見抜粋）  

（１）令和５年度の新たな取組計画 

・プログレス実習希望者は、手を挙げて参加なのか。  

→１年生のときに実習を体験し、希望者が手をあげる。従来の実習の内容とは違

い、少人数を対象にきめ細やかな授業を展開している。 

  

・ 英語はどうか。 

 →３科の英語学習を希望する生徒が参加する。 

  

・ブラッシュアップ実習希望者が減っている。 

→昨年度は希望者には全員受講した。今年は、面接をして本人の意思確認をした

ところ、人数が減った。 

 

・大学との連携は大変苦労した。どこと繋がるのか、年間 20 回を受けていただく

ことが出来るのかなどが課題であった。 

 

・プログレス実習では、商工会議所にも協力をいただいたが、受け入れに難航した。

令和５年度はバルブ組合で受け入れていただいたが、会社は生徒を預かるなら、

社員を誰かつけなれればならず、本業も忙しい中メンターを充てることができな

いという課題もある。 



 

- 36 - 
 
 

 

・大学インターンには教員も参加しているため、教員が学んで学校に持ちかえって

活かしていく。 

 

・プログレス実習受講者は、現２年生総勢 42 名、英語は 32 名となっている。 

 

・外部に出る生徒人数によっては、校内の実習プログラムを検証しなおす必要があ

るのではないか。 

 →校内実習は 10 人程度であれば変更なくできる。 

 

・実習にかかる材料費をどう確保するか。 

 →彦根工業高校はそこまで新しい機械を入れていないため、そこまで課題ではな

いが、実習は増えているため、マイスターの予算がなくなると苦しくなる。長

浜北星高校では地元企業からの寄贈があると聞いている。 

→企業のご厚意だけで進めるインターンシップはサスティナブルではない。新た

な仕組みづくりを検討したい。 

 

（２）令和６年度以降の自走化にむけて 

・就職者数進学者数の内訳はどうなっているのか。 

→以前は就職者７：進学者３だったが、最近は 6.5：3.5 の割合である。 

    →この数値はマイスター事業に取り組む前の数値であり、今後の変化を確認して

ほしい。 

・企業は人材不足である。社会人としての基礎を身に付けてもらえるような取組を

進めてほしい。 

 

・旋盤やプレス等の機器は日々進歩している。県として予算を確保いただき、更新

可能な体制を作っていく必要がある。 

 

・民間での経験を活かして学校現場で生徒を指導できることは大きな強みである。 

 →産業実務家教員等の配置は、彦根市・彦根商工会議所・県教育委員会で知恵を

絞って対応するべきことと理解している。３年間の取組を振り返り、残すべき

ものを精査するとともに、新しい取組を検証すべきと考える。 

 

・市として予算計上するためには、次年度の予算要望にあげる必要があるため、早

期に話を出しておく必要がある。 
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・まだまだモノづくりを海外に頼っている現状を考えると、グローバル人材の育成

が必要不可欠である。異文化交流を視野に入れたプログラムを検討すべきである。 

→県内にＡＬＴの配置は少ない。現在民間企業からの派遣ＡＬＴの活用が進んで

いる。 

 

・現代の名工の技術を生徒たちが見ることで刺激になるので、例えば技能五輪に向

けて練習されているところを生徒が見ることで刺激を受けるのではないか。 

 

・モノづくりをするうえで、基礎基本を習得することは大切である。 

   

・マイスター事業の効果（非認知能力の向上具合）を検証するのは非常に難しいと

思う。このプログラムに参加する生徒は、もともと自分から手をあげる生徒であ

り、その時点で能力が高いと考えられる。手を挙げていない生徒はマイスター事

業に関わりが少ないため、成果を検証することができないのではないか。 

 

・自走化に向けて、フロントランナーとして取り組んでいきたいという思いに共感

する。 

 

・財源の課題をどうクリアするのかについて、商工会議所はあくまでも窓口である。

会員の 1500 社にどうアプローチしていくかを考えていく必要がある。 

 

・学校を軸として進める際に、自走化するために年間かかる費用を算出する必要が

ある。そのうち、どれだけを産業界が補助するかなどを話し合う形で進められる

とよい。 

 

・年々先生方が多忙になっている。企業側から教員に望むことがあっても頼めない

のが現状である。学校・教員側のイノベーションは必要不可欠である。 

 

・教員免許がなくても、ボランティアとして採用する形は作れるのではないか。大

学生や大学院生でも十分指導できると思っている。 

 

・学校が取組全体を計画し、教育委員会と共有したうえで、産業界にアプローチい

ただくことが大切と思う。 

 

・自走化におけるお金の出し方は、仕組みによって異なると考える。 
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・地元の企業、本社は大都市にあるが工場などの事業所を県内に設置している企業

や滋賀にゆかりのある企業があり、それぞれの企業とどう繋がるのか。また、ふ

るさと納税寄付を活用する仕組みを検討することも必要である。委員のみなさん

には別途個別に相談に乗ってもらいたい。 

 

・ひとつの高校にこれだけの支援をいただけていることに感謝申し上げたい。 

 

 

 

ウ 令和５年度マイスター・ハイスクール事業 第２回事業推進委員会 会議概要  

  

日  時  令和６年（2024 年）２月９日（金）９時３０分～１１時３０分  

場  所  滋賀県立彦根工業高等学校 セミナーハウス  

出 席 者  事業推進委員 

滋賀県教育委員会事務局関係者  

滋賀県立彦根工業高等学校関係者  

議  事 （１）令和５年度取組報告  

（２）令和６年度以降 自走化に向けた今後の取り組み 

議事概要（意見抜粋）  

（１）令和５年度取組報告 

・プロジェクションマッピングでは、準備から本番投影まで拝見したが、生徒の納得

した顔が見られ、輝いていた。 

 

・令和 5 年 12 月に実施されたプログレス実習企業デュアルシステム報告会では、企

業の業務改善に手を付けることができてよかったと、会社側からコメントがあった。

企業が生徒を預かる負担感を払拭できるようにできるとよい。デュアルシステムを

継続できるようにできるとよい。 

 

・商工会議所会頭がアントレプレナーシップに興味を持っている。起業するひとを増

やしていきたいと思っている。高校生など早い段階から起業の勉強をしてもらえる

と良いと思う。 

 

・県ではジュニアリサーチグランドという事業も実施している。カンパニー活動など

の取組をエントリーしてはどうか。 
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・カーボンニュートラルの活動がこんなに広がっていることに驚いている。クラブハ

リエの卵殻を利用した製品などはマテリアルになっており先行き明るい。３Ｄプリ

ンタで製品製作して、販売し、起業までいけるのではないかと感じている。 

 

・カーボンニュートラルは学校も驚いている。山根先生にきっかけをいただいてあり

がたかった。カンパニー活動では、竹中工務店とバイオコンクリート（車止め等）

などの活用ができないか検討中である。 

 

・県でもアントレに取り組んでおり、年末に発表会も実施した。企業の方々からの助

言をいただけ、これからの進め方について勉強になった。彦根工業高校には人材育

成の先頭を進んでいってもらっていると感じている。 

 

（２）令和６年度以降の自走化に向けて 

・本年 1 月の商工会議所常議員会で今までの取り組みと自走化に向けての寄附依頼を

説明いただいた。企業は彦根で学んだ彦根工業高校の生徒にはぜひとも地元で働い

てほしいといわれている。自走化に向けて協力したいという理解のある企業はある。

卒業生がいる企業と連携するとよいのではないか。新年度になれば、寄附の話を具

体的に進めていきたい。管内企業の３割（1500 社）が会員（製造以外の分野も多い）

であり、会員企業の紹介はさせていただける。ゆとりのある企業ばかりでではない

ので、自治体の予算確保は必要ではないかと考える。 

 

・彦根市内での就職を望んでいる。市としても財政状況が厳しく、これまでのとおり、

可能な範囲で協力していきたい。ふるさと納税返礼品の追加には協力したい。 

 

・学んだ生徒が指導者としてかえってくるルートを確立できることが重要である。大

学でも免許をとっても教員になろうと思わない生徒がほとんどである。就職も大切

だが、進学も大切で、高校→大学→指導者と循環することが大切である。 

 

・滋賀県立大学では、推薦Ｂ枠（県内の工業高校枠）を１０年以上前から設けている

が受検者が少ない（センター試験を課しているからか）。工業高校から来ている学

生は４年生の研究は主体的に取り組んでいる。 

 

・外部から資金調達できることがあるので、補助金のようなものを活用するとよい。

コンテスト等にエントリーすると資金援助のようなことがしてもらえるので、活用

いただきたい。 
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・彦根工業高校の取組を他の工業高校への展開が重要と考えている。 

 

・外部との連携が重要だが、協力企業を探すことが大変であった。企業訪問時に、他

の協力企業を紹介いただけると助かる。また、連携を望んでいる企業を紹介いただ

けるとありがたい。 

 

・よくここまでやってこられたと思っている。これは、スタッフと生徒のおかげであ

る。学校の学びに外部の力が入るとこれほどよい学びが提供できるのかと驚いてい

る。令和６年度からの３年間が勝負であると考えている。１年目の寄附でドイツ留

学も実現でき、お礼を申し上げる。 

 

 

 

エ 令和５年度マイスター・ハイスクール事業 第２回運営委員会 会議概要  

  

日  時  令和６年（2024 年）３月２１日（木）９時３０分～１１時３０分  

場  所  滋賀県立彦根工業高等学校 セミナーハウス  

出 席 者  運営委員  

滋賀県教育委員会事務局関係者  

滋賀県立彦根工業高等学校関係者  

議  事 （１）令和５年度取組報告  

（２）令和６年度以降 自走化に向けた今後の取組 

議事概要（意見抜粋）  

（１）令和５年度取組報告 

・全体像として、これまでの高校で取り組んでいたことと、マイスター・ハイスクー

ル事業として取り組まれたことの違いが分かりづらい。 

 →これまでは校内での取組がほとんどである。例えば、インターンシップも２年生

が短期 3日間で全員参加していた。本事業では、長期インターンシップとして 10

日間のプログラムも取り入れ、企業と関わりながらの活動とした。また、学校設

定科目など新しいカリキュラム作成に取り組んだ。 

 

・バイオマスプラスチックの取組などカンパニー制はプロジェクト的なものか。 

 →継続的に取り組み、アントレプレナーシップを学べることを目的に部活動化した。

元来は機械科生徒のみの取組であったが、希望する生徒が取り組めるようにした。 

 

・カンパニー制は学校主導型（教員）の取組で、部活動が生徒主体の取組か。 
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 →企業との初めの連絡は教員がおこなっているが、活動自体は生徒主体である。 

 

・レジンプレートは今後も続く取組か。 

 →現在３代目の生徒が取り組んでいる。継続した取組にしたい。 

 

・モノを作るだけではなく、ビジネス要素もあり、成功例といえる。 

 →たねやからは卵の殻を活用した商品開発の依頼も受け、生徒はやりがいを感じて

いる。 

 

・カウントダウンボードの制作をするうえで、日ごろ交流の少ない３科が力を合わせ

て取り組まれたことはよかった。 

 

・機械科と電気科は取組がわかったが、建設科の取組が見えなかった。 

 →予算、人員配置の関係もあり、機械科を優先的にした。 

 

・建設科は建築、土木、設備を交えた科のため、外部での実習も難しいと感じた。 

 

・中学、高校生は発想が柔軟で伸びしろがある。今回の取組はしっかりとポイントを

押さえて取り組まれていた。 

 

・人出不足はこれからも続く課題である。非認知能力にウェイトを置いた人材育成は

大事である。 

 

・起業家育成には継続して取り組んでほしい。近畿圏内でも高校の部活動として「起

業部」が多くおかれるようになった。 

 

・国際交流がしっかりできるような英語学習は大切である。また、これからの滋賀県

を担う若手に起業家マインドを備え付けてほしい。 

 

・彦根市としてもシン・マイスターハイスクールでも引き続き協力していきたい。電

気科、建設科がデュアルシステムに参画できるシステムづくりを進めてほしい。 

 

・自走化においては、生徒の成長部分を評価してほしい。一人ひとりの成長をみる視

点が必要である。 
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・企業デュアルシステムでは、７名の生徒にバラバラの課題を設定されたが、テーマ

と生徒のマッチングはどうされたか。 

  →生徒に４社を調べさせた（通いさすさ、事業内容）。生徒のモチベーションも

あるが、テーマの難易度や興味関心によって生徒の取組に差が出ると感じる。

企業側の求める成果と学校側の求める成果が異なる。 

  →企業側の求めることが高いと、生徒がおいて行かれる。 

 

・課題には個人で取り組まず、チームで取り組む形式がよいと感じるがどうか。 

→課題研究に前向きに取り組めない生徒もいた。１人ひとり別々にすると、必ず企

業の方と話さなければならないため、このような設定にした。 

 

・企業は目の前の課題に対し DX や IT 活用で生産性の改善に取り組んでいる。また、

生き残るためにガバナンス改善にも取り組んでいる。企業は同じベクトルに向かっ

て進んでいくが、高校は個人事業主（社長）の集まりであり、ベクトルが定まりに

くい。ここを直さないと未来が見えない。本日問題提起のあった教育界の課題に対

してどう取り組んでいくのか。 

→県は情報セキュリティを意識しすぎており、今のやり方には限界がきている。生

徒の環境を含め、改善を考えなければならない。生徒はもちろん、教員も外部と

繋がらないといけない。そのための新しい仕組みづくりが必要である。また、入

学試験や定数など入試制度改革を進める。デュアルシステム科があったもよいの

かなどもアイデアである。多様な中学生をどのように受け入れる体制を作るのか

を考えないといけない。 

 

・次年度以降の取組にも協力いただき、さらに発展させたい。また、次年度からバイ

オコンクリートへの取組を建設科で進める予定をしている。  
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（２）令和５年度 教育課程表(１年)   
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令和５年度 教育課程表(２年)   
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令和５年度 教育課程表(３年)   

 


